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1  はじめに 
 近年，IoT 分野において Pepper や COZMO など

のロボットに API を通して連携した人工知能の

開発が積極的に行われている．しかし，このよ

うな開発を行う上での大きな問題点としてハー

ドウェアと人工知能の接続を開発者自身が行う

必要があり開発時の大きな障害となっている．

そのため，ハードウェア開発者と人工知能開発

者の双方に利便性を提供できるプラットフォー

ムの開発が必要となる．そのプラットフォーム

を利用することでハードウェア開発者は開発し

たハードウェアをプラットフォームに接続し人

工知能アルゴリズムを選び・適用することで，

実際にデバイス上で人工知能アルゴリズムを利

用することができる．人工知能開発者はハード

ウェアとの接続の手間を省くことで AI プログラ

ムからロボットを操作し簡単にハードウェアと

連携した人工知能の開発が可能となる．本稿で

はこのような開発を簡単に行うことのできるプ

ラットフォーム MAGI を開発したので，それにつ

いて述べる． 

 

2  MAGI 
2.1  概要 

MAGI （ Middleware for Artificial General 

Intelligence）とは玩具・家電等の身の回りの

デバイスをクラウド上の人工知能から制御する

システムを簡単に開発できることを目的とした

ミドルウェアである．人工知能開発に必要なア

ルゴリズム以外の部分についてはプラットフォ

ーム側で提供することで開発時の負担をできる

だけ減らし，人工知能開発に集中して取り組む

ことができる環境を提供する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

MAGI はそれぞれの技術要素をプラグイン式に

追加することで機能の追加を行う．それと併せ

て人工知能の開発を行うことで自分の開発すべ

き部分にのみ注力して開発することが可能とな

る．また，常に実機と接続して開発を行うこと

は現実的でないため，開発時は基本的にシミュ

レータを用いて開発を行うこととなる．そして

開発が終了して実機に適用する段階で出力先を

シミュレータからロボットに切り替えることで，

実機で簡単にテストすることが可能となってい

る． 

2.2  構成 

 MAGI は，IoT や人工知能の実現に必要となる

技術要素を多数の計算機で簡単に動作させるた

めの仕組みである．MAGI の構成図を 図 1に示す． 

開発者はまず Edge Router に Wi-Fi を通して接

続しそのネットワーク内で提供されている MAGI 

Manager を通して管理 UI へアクセスする．その

画面を通してロボット等の接続やクラウド上の

リソースの管理などを行う．クラウド上では

MAGI の根幹をなすプラグイン方式での環境の提

供を行う．そのためのアプローチとしてコンテ

ナ仮想化技術 Docker[1]の利用があげられる．

Docker の特徴としてカーネル部分をベース OS と

一部共有するためリソース消費量が少なく高速

に起動することや，Dockerfile と呼ばれる

Docker イメージの構成内容をまとめて記述する

ファイルを用いることで作成する Docker イメー

ジを元に同一の環境を簡単に用意できるといっ

た点があげられる．これを利用することで従来
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図 1 MAGI の構成図 

Copyright     2019 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.3-137

2W-09

情報処理学会第81回全国大会



必要であった環境構築の手間がなくなり，個々

の環境を最低限にまとめた Docker イメージを利

用することでそれぞれの環境を選択して利用す

ることが可能となる．また，Docker イメージは

Dockerhub 等を通して配布されており，他者が開

発した Docker イメージを使うこともできるため，

他者が開発した他のアルゴリズムと組み合わせ

て開発することも可能となる． 

Docker コンテナそれぞれは独立した環境とし

て起動するため環境に隔たりなくデータを共有

する仕組みが必要となる．そのために iSpace と

いう分散処理プラットフォームを開発し提供す

る．iSpace ではディクショナリ形式でデータの

共有やストリーム・シグナルによる関数の実行

などをサポートする． 
 

3  実装 
3.1  Edge Router 

 Edge Router は MAGI の環境の起点として利用

され，この Edge Router からクラウド等のセッ

トアップを自動で行う．また，MAGI Manager や

Resource Manager の実行環境としても利用され

る．この Edge Router を介してクラウドとのネ

ットワークを Wi-Fi にて提供する．加えて

Docker Registry も提供し，利用者がオリジナル

Docker イメージを利用したい際に提供する． 

3.2  Resource Manager 

Resource Manager は，プロジェクト・データボ

リューム・Docker のテンプレートや実行中のコ

ンテナといった各種リソースを階層構造で管理

している．これらのリソースは，Resource 

Manager のライブラリで提供されているコマンド

や REST API を通して追加・編集・削除等を行う

ことができる．また，driver を作成することで

様々なリソースに対応することが可能となって

いる． 

3.3  MAGI Manager 

 MAGI Manager では Resource Manager の API を

コールしその結果に応じてレンダリングを行う

ことから，サーバーサイドが不要で，フロント

エンドの開発のみ行う．フロントエンドの開発

は React を用いて行った．React とは Facebook

社が開発している UI に特化したライブラリで

Virtual DOM と呼ばれるレンダリング機構を用い

ることで従来の DOM を書き換える方式と比較す

るとレンダリング速度が大幅に向上している．

Virtual DOM では状態が変化した際に Virtual 

DOM の差分のみを再レンダリングする．これによ

り高速にレンダリングすることが可能となった．

MAGI Manager では画面全体が更新されることが

少なくそれぞれのリソースの状態のみを反映し

ていけば良いため相性が良い．また，React では

HTML の部品をコンポーネントして扱い画面を作

成していく．これにより似たような画面を扱う

際にコンポーネントを再利用することで，低コ

ストで画面を作成することができる． 

3.4  iSpace 

 iSpace は，Python の分散処理環境で，分散処

理プログラムの実現において典型的に見られる

プログラムを集約して実装したものである．

iSpace ではディクショナリ形式でオブジェクト

の共有を提供する．この名前空間にオブジェク

トを登録し，すべてのノードから呼び出して利

用することにより分散処理を実現する． 

 

4  実装と運用 
Edge Router は NUC と呼ばれる小型 PC に

Ubuntu をインストールし Docker を用いて各種環

境の構築・アクセスポイントの設定を行った．

また，Resource Manager は Python を用いて開発

を行った．管理画面となる MAGI Manager は

React を用いて開発した．各 Manager は Docker

イメージとして提供することで Edge Router 上

で実行される． 

これらはオンプレミス上で構築された

Kubernetes[2]上で開発・運用されている． 

現在はオンプレミス上での運用を行っているが，

今後 Google が提供する Google  Kubernetes 

Engine 上で実行し，東京工科大学のプロジェク

ト実習[3]の講義で当環境を利用した開発を行う． 

 

5  おわりに 
 本稿では，人工知能開発に必要となる開発環

境や各種アルゴリズム等をプラグイン式で提供

し任意に選択して利用することができるプラッ

トフォームを開発し提供した．当環境を利用す

ることで様々なアルゴリズムをテストすること

や人工知能の開発を行っていくことができると

考えられる． 
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